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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
4
月
か
ら
「
公
益
財
団
法
人
偕
行
社
」
は
「
公
益
財
団
法
人
陸
修

偕
行
社
」
と
改
称
し
、
偕
行
社
の
よ
き
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
新
た
な
構
想

に
基
づ
き
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員

特
に
法
人
会
員
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
大
変
有
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
安
全
保
障
等
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
提
言
及
び
普
及
、
陸

上
自
衛
隊
等
に
対
す
る
必
要
な
協
力
、
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
、
自
衛
隊
殉

職
者
の
追
悼
等
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、
防
衛
基
盤
の
強
化
拡
充
及
び

わ
が
国
の
平
和
に
関
す
る
国
政
の
健
全
な
運
営
の
確
保
に
寄
与
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。
皆
様
に
は
本
年
が
よ
り
幸
多
い
年
と
な
る
よ
う
心
よ

り
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

2
年
10
カ
月
、
未
だ
戦
争
の
帰
趨
は
見
え
て
い
な
い
。
そ
の
う
え
ロ
シ

ア
は
昨
年
6
月
わ
が
国
周
辺
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
、
発
射
を
繰
り

返
す
北
朝
鮮
と
事
実
上
の
軍
事
同
盟
を
結
び
、
北
朝
鮮
兵
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
の
戦
闘
に
参
加
す
る
な
ど
、
露
・
鮮
軍
の
連
携
が
強
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
最
近
懸
念
す
る
の
は
日
本
周
辺
で
の
中
・
露
軍
の
軍
事
活
動
で
あ

る
。
8
月
か
ら
9
月
の
長
崎
県
男
女
群
島
沖
や
北
海
道
・
礼
文
島
北
方

へ
の
中
国
次
い
で
ロ
シ
ア
軍
機
の
領
空
侵
犯
、
更
に
中
露
の
駆
逐
艦
等

9
隻
の
宗
谷
海
峡
の
東
進
、
中
国
海
軍
空
母
の
与
那
国
島
近
海
の
接
続

水
域
へ
の
初
進
入
な
ど
、
中
・
露
軍
の
連
携
し
た
活
動
が
活
発
化
し
て
い

る
。
ま
た
中
国
は
相
変
わ
ら
ず
南
シ
ナ
海
、
尖
閣
諸
島
、
台
湾
周
辺
の

海
空
域
に
お
け
る
軍
事
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
台
湾
の
武
力
統
一
も
辞

さ
な
い
構
え
を
見
せ
て
い
る
。「
2
0
2
7
年
ま
で
に
戦
争
に
備
え
る
よ

う
習
近
平
国
家
主
席
は
軍
に
指
示
し
た
」
と
さ
れ
、
今
や
台
湾
有
事
及

び
日
本
へ
の
中
、
露
、
鮮
の
近
接
、
威
迫
、
脅
威
を
感
じ
る
。
か
っ
て
な

い
ほ
ど
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
自
衛
隊
は
も
ち
ろ
ん
日
本
国
家
と
し
て
の
抑
止
力
、
対
処
力
の

一
層
の
向
上
、す
な
わ
ち
備
え
を
加
速
し
て
お
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
。

日
米
の
最
高
指
導
者
の
交
代

　

中
東
を
含
む
世
界
情
勢
の
混
迷
と
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環

境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中
で
米
国
大
統
領
に
ト
ラ
ン
プ
元

大
統
領
が
返
り
咲
き
、
日
本
で
は
石
破
総
理
大
臣
が
就
任
し
た
。
ト
ラ

ン
プ
政
権
の
政
策
は
未
知
数
な
部
分
も
あ
る
が
、
米
国
は
前
ト
ラ
ン
プ

政
権
時
代
、
中
国
を
米
国
の
唯
一
の
「
戦
略
的
競
争
国
」
に
大
き
く
舵

を
切
っ
た
張
本
人
で
あ
り
、
新
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
も
軍
事
を
含
む
対
中

国
政
策
、
対
露
・
鮮
政
策
は
一
段
と
厳
し
い
も
の
と
な
ろ
う
。

　

米
中
間
の
戦
略
的
競
争
と
露
・
鮮
の
威
迫
の
最
前
線
に
あ
る
日
本
は
、

米
国
に
依
存
し
続
け
る
の
で
は
な
く
自
律
的
に
米
国
か
ら
頼
り
に
さ
れ

る
同
盟
国
に
変
貌
す
べ
き
時
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
防
衛
力
の
抜
本
的
強

化
が
必
要
で
あ
る
。
同
盟
は
強
い
者
同
士
が
組
ん
で
初
め
て
同
盟
の
絆

が
強
ま
る
。
中
・
露
・
鮮
国
の
威
迫
・
脅
威
に
対
し
日
本
は
怯
え
て
い

て
済
む
時
代
で
は
な
い
。
核
抑
止
を
含
む
「
備
え
」
を
加
速
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
国
の
安
全
が
保
て
な
く
な
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。
国
は
現

在
「
反
撃
能
力
」
を
含
む
「
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
を
図
る
」
方
向
に

　

年
頭
に
当
た
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す

理
事
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大
き
く
舵
を
切
り
、
5
年
間
で
総
額
43
兆
円
の
予
算
を
計
上
し
装
備
品

購
入
費
を
増
加
し
た
と
こ
ろ
は
評
価
す
る
。
し
か
し
不
十
分
な
こ
と
も

多
々
あ
る
。
そ
の
最
た
る
問
題
は
人
的
戦
力
に
関
す
る
考
慮
が
な
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
人
件
・
糧
食
（
隊
員
の
給
料
な
ど
）
費
を
旧

態
と
同
じ
程
度
の
11
兆
円
に
固
定
し
て
お
り
、
人
件
・
糧
食
費
が
増
え

な
け
れ
ば
人
的
戦
力
は
増
え
ず
、
真
の
防
衛
力
の
抜
本
的
な
増
強
に
は

つ
な
が
ら
な
い
。
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
自
衛
隊
入
隊

者
の
減
、
中
途
退
職
者
の
増
加
が
著
し
く
、
こ
の
状
態
が
続
け
ば
、
自

衛
隊
の
組
織
運
営
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
真

の
防
衛
力
の
強
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
自
衛

官
の
確
保
が
至
上
命
題
で
あ
り
、防
衛
省
も
国
も
よ
う
や
く
動
き
始
め
た
。

今
ま
で
の
自
衛
官
の
処
遇
に
つ
い
て
の
防
衛
省
、
国
の
取
り
組
み

　

自
衛
官
は
特
別
職
の
国
家
公
務
員
と
し
て
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員

と
は
異
な
る
人
事
管
理
制
度
及
び
給
与
制
度
を
設
け
処
遇
さ
れ
て
き

た
。
特
に
自
衛
隊
の
精
強
性
を
保
つ
た
め
、若
年
定
年
制（
56
歳
が
大
勢
）

と
任
期
制
（
退
職
が
20
代
か
ら
30
代
半
ば
）
と
い
う
制
度
を
採
用
し
て

い
る
点
が
一
般
公
務
員
と
異
な
る
。
こ
れ
ま
で
防
衛
省
は
自
衛
官
の
職

務
の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
俸
給
と
諸
手
当
を
設
け
一
定
の
改
善
は
し
て

き
た
。
給
与
等
改
定
に
つ
い
て
は
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
一
般
職
公

務
員
、
警
察
官
に
準
じ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
特
別
職
と
し
て
独
自
の

観
点
か
ら
の
処
遇
改
善
が
不
十
分
だ
っ
た
の
は
否
め
な
い
。

少
子
高
齢
化
の
流
れ
が
止
め
ら
れ
な
い
中
で
自
衛
官
を
安
定
的
に
確
保

す
る
に
は

　

な
ぜ
自
衛
官
が
確
保
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
の
か
。
そ
の
原
因
は
少

子
高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
と
自
衛
隊
が
若
者
が
憧
れ
を
抱
く
ほ
ど
魅

力
あ
ふ
れ
る
組
織
で
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本
の
人
手
不
足
の
問
題

は
特
に
国
家
公
務
員
全
体
の
41
％
を
占
め
る
自
衛
官
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
自
衛
官
の
募
集
対
象
人
口
（
18
〜
32
歳
）
が
平
成
6

年
度
に
は
約
2
7
2
3
万
人
い
た
こ
ろ
か
ら
比
較
す
れ
ば
、
令
和
6
年

度
は
約
1
7
3
2
万
人
と
見
積
も
ら
れ
（
36
％
減
）。
更
に
令
和
36
年
に

は
約
1
1
1
3
万
人
（
36
％
減
）
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
自
衛
官
の
応

募
者
・
採
用
者
数
等
の
推
移
を
見
る
と
自
衛
官
の
応
募
・
採
用
者
数
の

う
ち
、応
募
者
数
は
、平
成
26
年
度
10
万
5
9
8
4
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、

令
和
5
年
度
6
万
4
8
4
9
人
（
61
％
）
に
減
り
、自
衛
官
候
補
生
（
任

期
制
）
の
採
用
は
、
令
和
元
年
度
7
3
5
9
人
が
、
令
和
5
年
度
に
は

3
2
2
1
人
（
44
％
）
で
大
幅
に
減
少
し
た
。
ま
た
一
般
曹
候
補
生
（
終

身
制
）
の
採
用
状
況
で
は
令
和
元
年
度
は
6
6
4
7
人
で
あ
っ
た
の
が
、

令
和
5
年
度
で
は
4
9
6
9
人
（
75
％
）
に
減
っ
て
い
る
。
一
方
、
中

途
退
職
者
数
は
令
和
元
年
度
4
6
5
9
人
で
あ
っ
た
も
の
が
令
和
5
年

度
は
6
2
5
8
人
（
1
3
4
％
）
と
増
加
し
て
い
る
。
総
合
す
る
と
自

衛
官
等
の
採
用
者
数
は
令
和
4
年
度
の
計
画
者
数
1
万
7
8
4
6
人
に

対
し
採
用
人
員
数
1
万
1
7
5
8
人
（
66
％
）、
令
和
5
年
度
計
画
数

1
万
9
5
9
8
人
に
対
し
採
用
者
数
、
9
9
5
9
（
51
％
）
で
あ
る
。

つ
ま
り
5
年
度
は
2
万
人
募
集
の
と
こ
ろ
1
万
人
し
か
採
用
で
き
ず
、

24
・
7
万
人
の
定
員
の
う
ち
2
万
人
の
欠
員
が
更
に
4
0
0
0
人
増
加

し
た
と
の
こ
と
。
自
衛
隊
は
骨
粗
し
ょ
う
症
状
態
の
極
め
て
深
刻
な
状

況
で
あ
る
。
多
く
の
国
民
が
こ
の
事
実
を
深
刻
に
理
解
し
て
ほ
し
い
。

石
破
内
閣
に
期
待
し
た
い
こ
と

　

第
2
次
石
破
内
閣
が
11
月
11
日
発
足
し
た
。
第
2
次
石
破
内
閣
は
10
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月
1
日
の
第
1
次
内
閣
か
ら
比
較
し
て
2
カ
月
足
ら
ず
で
支
持
率
が
不

支
持
率
を
逆
転
し
て
い
る
。
現
内
閣
の
発
足
か
ら
わ
ず
か
の
期
間
に
支

持
率
が
低
下
し
た
の
は
現
内
閣
の
政
策
の
期
待
に
反
し
て
落
胆
の
度
合

い
が
大
き
い
か
ら
だ
。
一
方
安
全
保
障
政
策
に
つ
い
て
は
、
中
に
は
賛

同
し
か
ね
る
も
の
も
あ
る
が
、
就
任
早
々
か
ら
「
自
衛
官
の
確
保
の
問

題
」
に
つ
い
て
防
衛
省
内
の
問
題
で
な
く
、
国
家
全
体
の
問
題
と
し
て

関
係
閣
僚
会
議
の
立
ち
上
げ
を
指
示
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

「
自
衛
官
の
処
遇
・
勤
務
環
境
の
改
善
及
び
新
た
な
生
涯
設
計
の
確
立

に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」
で
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と

　

防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
を
真
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
自
衛
官
の
志

願
者
を
増
や
し
、
士
気
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
優
れ
た
自
衛
官
を
安
定

的
に
確
保
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
防
衛
力

の
担
い
手
と
な
る
世
代
が
、
安
心
し
て
厳
し
い
任
務
に
従
事
で
き
、
自

衛
官
と
い
う
職
業
を
選
択
し
た
こ
と
、
現
役
時
代
は
自
衛
官
で
あ
る
こ

と
、
退
職
後
は
自
衛
官
で
あ
っ
た
こ
と
の
誇
り
と
名
誉
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
、
令
和
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
認
識
で
会
議
が
進
め
ら
れ
、
令
和
6
年
11
月
末
ま
で
に
3

回
会
議
が
開
か
れ
た
。
そ
の
主
要
検
討
項
目
は
以
下
の
通
り
。
①
処
遇

の
改
善
と
し
て
任
務
や
勤
務
環
境
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
給
与
面
の
処

遇
の
在
り
方
、
自
衛
隊
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
任
務
に
精
励
し
た
功

績
に
ふ
さ
わ
し
い
叙
勲
等
の
在
り
方　

②
生
活
勤
務
環
境
の
改
善
と
し

て
若
い
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
見
合
っ
た
生
活
勤
務
環
境
の
構
築　

③
新
た
な
生
涯
設
計
の
確
立
と
し
て
若
年
定
年
制
に
お
け
る
将
来
不
安

の
払
拭
の
観
点
か
ら
、
自
衛
官
と
し
て
の
知
識
・
技
能
・
経
験
を
生
か

し
た
再
就
職
先
の
拡
充
等　

④
そ
の
他
か
ら
な
る
。
会
議
の
進
捗
と
実

現
に
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

自
衛
官
は
特
別
職
と
し
て
①
勤
続
年
数
の
制
約
か
ら
く
る
生
涯
設
計

の
難
し
さ　

②
服
務
の
宣
誓
か
ら
く
る
リ
ス
ク
の
負
担　

③
常
時
勤
務

体
制
か
ら
く
る
精
神
的
・
肉
体
的
負
担　

④
法
律
に
よ
る
退
職
の
制
限

に
よ
り
自
衛
隊
任
務
遂
行
の
優
先　

⑤
離
島
・
へ
き
地
を
含
め
、
引
っ

越
し
を
伴
う
転
勤
の
多
さ
か
ら
く
る
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
へ
の
負
担

な
ど
他
の
公
務
員
と
は
異
な
る
様
々
な
制
約
や
負
担
が
課
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
制
約
や
負
担
を
解
決
あ
る
い
は
軽
減
で
き
る
施
策
特
に
宣
誓

か
ら
く
る
リ
ス
ク
（
命
を
懸
け
て
の
任
務
遂
行
）、
常
時
勤
務
体
制
、

転
勤
の
多
さ
に
見
合
っ
た
扱
い
が
必
要
で
あ
り
、
警
察
官
や
消
防
官
な

ど
と
比
較
し
て
破
格
の
給
与
体
系
、
手
当
等
の
処
遇
改
善
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
自
衛
官
と
し
て
の
名
誉
・
誇
り
を
持
た
せ
る
た
め
、
現
職

の
生
前
叙
勲
、
殉
職
者
に
対
す
る
国
家
と
し
て
の
慰
霊
、
顕
彰
、
追
悼

の
在
り
方
、
遺
族
援
護
の
見
直
し
、
そ
の
他
退
職
後
の
年
金
で
は
な
く

恩
給
制
度
な
ど
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。
少
子
高
齢
化
の
波
の
中
、

官
・
民
と
も
人
材
獲
得
競
争
が
起
き
て
い
る
。
一
切
の
言
上
げ
を
せ
ず

黙
々
と
任
務
に
励
む
自
衛
官
は
国
の
宝
で
あ
り
、
石
破
総
理
は
自
衛
隊

最
高
指
揮
官
と
し
て
、
命
を
懸
け
て
国
民
に
現
状
を
訴
え
か
け
、
先
頭

に
立
っ
て
自
衛
官
の
確
保
を
始
め
真
の
防
衛
力
の
増
強
の
実
現
に
尽
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
自
衛
隊
（
自
衛
官
）
は
わ
が
国
の
防
衛

の
最
後
の
砦
と
し
て
の
誇
り
を
も
ち
、
謙
虚
に
「
即
動
必
遂
」
の
備
え

を
万
全
に
し
た
自
衛
隊
を
育
成
す
る
こ
と
が
国
民
の
信
頼
、
応
援
を
い

た
だ
く
こ
と
の
近
道
で
あ
り
隊
員
一
人
一
人
懸
命
の
努
力
を
続
け
て
ほ

し
い
。




